
人口と世帯（平成 20年 10 月 1日現在）　1,736 世帯　（±0）　男 2,644 人（-1）　女 2,804 人（-6）　計 5,448 人（-7）
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「長くなった影をいざ踏もうかと飛び出した各区期待の児童達」

前日の大雨で一時間遅れて開始された第 50 回村民運動会は、

尾身衆議院議員も参列し、記念大会に花を添えていただきました。
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休日の病院（緊急時）10月 　11 月

今月の 
納期は 

納期は 10月 31 日（金）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！ 

ミ　

ニ　

情　

報 

18 日（土）　月夜野病院

19 日（日）　内田病院

25 日（土）　国立沼田病院

  り　り 

命名

将来どんな人になってほしいですか

いつも笑顔を絶やさずに、思いや
りのあるやさしい人になってほし
いです。

（父）萩原　秀基  （母）けい子　さん（戸倉）のお子さん

璃々ちゃん 平成 19 年 10 月 3 日生まれ さん 藤井　康朗
ふじい　　  やすあき

23 歳
昭和 60 年 1月 19 日生まれ

（花咲）

３．片品をどう思いますか
　広い。方言が素敵。人間
　も自然も気持ちがいい。

１．何処へお勤めですか 　
　武尊牧場スキー場でキャ
　ンプ場勤務です。

２．趣味は何ですか　
　音楽鑑賞とドライブです。

４．村内のおすすめスポットは　
　なんといっても武尊牧場。

７．村民の方へメッセージを
　　お願いします
　仲良く、楽しく、ぼちぼちやり
　ましょう！

５．好きな異性のタイプ　
　よく遊び、よく笑い、さっぱりし
　ていてぐずらない、いい女です。

2;Zd(7yH

午
前　

8
時
30
分
〜

　

             

午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

2
人

窓   

口   

か   

ら

星
野　

文
雄　
　

64
歳　

築
地

林　
　

ゆ
き　
　

71
歳　

鎌
田

響きが可愛く、誰からも親しまれ
る名前をという父親の強い希望で
「りり」と名づけました。

６．目標があれば教えてください　
　独立すること。

ゆうた

佑太 ちゃん 平成 19 年 10 月 5 日生まれ
（父）入澤　学  （母）ちはる　さん（鎌田）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか

心身共にたくましく、思いやりの
ある人になってほしいです。

お  

く  

や  

み

01 日（土）　利根中央病院
02 日（日）　月夜野病院

命名

「ゆう君がいい」  というお姉ちゃ
んの言葉から 「ゆうた」 に決めま
した。

26日（日）　沼田脳神経外科

お  

め  

で  

た

★
婚
姻
さ
れ
た
方
 1
組

○
佐
籐　

安
彦　

鎌　

田

　

吉
野　

瑞
恵　

土　

出

10
／
19　

片
品
大
白
祭
（
築
地
）

10
／
22　

収
穫
祭 （
わ
く
わ
く
体
験
郷
）

10
／
27
・
28　

水
の
ふ
る
さ
と
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
出
店

（
新
宿
西
口
広
場
・
景
観
写
真
展
入
賞

作
品
展
示
）

11
／
２･

３　

総
合
産
業
文
化
展

11
／
３　

に
ぎ
り
っ
く
ら

（
越
本
武
尊
神
社
）

11
／
８　

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン

11
／
８　

第
22
回
農
協
祭

吉
野　

聡　
　

男　

碧
紀　

土　

出

星
野　

成
雄　

男　

駆
音　

摺　

渕

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

２
人

た
ま
き

く
お
ん

平
成
20
年
8
月 

20 

日 

〜
平
成
20
年
9
月
19
日

善　
　
　
　

意　
　
　
寄　

付　

金　

15
万
円

　

歌
手
で
尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
に

任
命
さ
れ
て
い
る
北
川
大
介
さ
ん

か
ら
９
月
23
日
、
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
た
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
売
上
金

の
一
部
を
片
品
村
の
環
境
保
護
に

10
万
円
、
片
品
村
社
会
福
祉
に
５

万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
役
立
て
て
ほ
し

い
と
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
ス
テ
ー
ジ
上
で
千
明

村
長
と
片
品
村
社
会
福
祉
協
議
会

萩
原
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ

ま
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
尾
瀬
の
ス

ラ
イ
ド
を
用
い
観
光
協
会
職
員
と

の
ト
ー
ク
や
、
沼
田
女
子
高
校
声

楽
部
の
皆
さ
ん
と
の
合
唱
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
抜
群
の
歌

　
　
　
　
　

唱
力
と
ユ
ー
モ
ア
で

　
　
　
　
　

観
客
を
魅
了
し
て
い

　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

北
川
さ
ん
の
お
心

　
　
　
　
　

尽
く
し
に
感
謝
申
し

　
　
　
　
　

上
げ
、 

有
効
に
活
用

　
　
　
　
　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　
　
　
　
　

す
。

ショーの前に尾瀬の郷親善大使の
委任状を交付された北川大介さん

村 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税

03日（月）　利根中央病院
08 日（土）　内田病院
09 日（日）　国立沼田病院

第 7期

第 3期
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一 般 

歳出 
4,228,531 
単位：千円 

総務費 
14.8% 

民生費 
12.3% 

衛生費 
11.5% 

土木費 
12.8% 

消防費 
3.3% 商工費 

1.3% 

農林水産業費 
3.7% 

議会費 
1.6% 

諸支出 
19.6% 

公債費 
11.0% 

教育費 
8.1% 

歳出款別決算状況 

単位：千円 

単位：千円 

固定資産税 

村民税 

軽自動車税 

村たばこ税 
 

入湯税 

特別交付税 

 

 

 

普通交付税 

平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

634,901 
596,521 588,248 566,028 

610,055 

1,888,606 
1,771,052 1,810,945 1,811,345 1,831,221 

平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

0 

100,000 

200,000 

300,000 

400,000 

500,000 

600,000 

700,000 

0 

500,000 

1,000,000 

1,500,000 

2,000,000 

村 税 の 推 移 ( 過 去 ５ 年 間 )  

地方交付税の推移 ( 過去５年間 ) 

一般会計 
国保会計 
老保会計 
簡水会計 
介護会計 
下水道会計 
合計 

※国保会計＝国民健康保険特別会計 
※老保会計＝老人保健特別会計 
※簡水会計＝簡易水道事業特別会計 
※介護会計＝介護保険特別会計 
※下水道会計＝下水道事業等特別会計 

平成１9年度予算決算総括表 

4,352,200 
793,663 
623,381 
116,817 
325,495 
 242,747 
 6,454,303 

4,416,933 
806,111 
 634,853 
119,633 
327,492 
243,332 
6,548,354 

4,228,531 
 783,959 
 599,599 
111,526 
315,784 
241,257 
6,280,656 

収益的収入 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

427,768 

479,609 

 0 

44,499 

445,464 

 463,525 

 0 

44,499 

( 単位：千円 ) 

観光施設事業特別会計 ( 単位：千円 ) 

会計名 

項　目 予　算　額 決　算　額 

予　算　額 
歳　　入　　歳　　出 
決　　算　　額 

平
成
19
年
度
決
算
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会 計 平
成
19
年
度
決
算

 
歳入款別決算状況 

村税 
13.8％ 

国庫支出金 
5.2％ 

県支出金 
6.9％ 

地方交付税 
41.5％ 

分担金及び負担金　1.4％ 

地方消費税交付金　1.2% 
自動車取得税交付金 

1.0％ 

地方譲与税　1.9％ 
村債 
4.9％ その他

11.1％

繰越金 
2.4％ 

繰入金 
8.8％ 

歳入 
4,416,933 
単位：千円 

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決
算
が
９
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
44
億
１
，
６
９
３
万
３
，
４
３
８
円
、
歳
出
が
42
億
２
，
８
５
３
万
１
，
１
９ 

５
円
と
な
り
ま
し
た
。
差
引
き
残
金
１
億
８
，
８
４
０
万
２
，
２
４
３
円
の
う
ち
９
，
６
０
０
万
円
を
基 

金
に
積
立
て
、
９
，
２
４
０
万
２
，
２
４
３
円
を
次
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。 

　

今
決
算
か
ら
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
片
品
村
営 

観
光
施
設
事
業
特
別
会
計
の
資
金
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
６
億
５
，
０
０
０
万
円
を
貸
付
け
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
決
算
額
が
歳
入
歳
出
と
も
約
20
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　

歳
入
で
は
、
所
得
税
の
税
源
移
譲
に
よ
り
個
人
の
村
民
税
が
３
，
２
８
３
万
円
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
国
庫
支
出
金
で
、
戸
倉
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
補
助
金
が
１
億
円
余 

増
え
ま
し
た
。
歳
出
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
、
新
摺
渕
橋
建
設
負
担
金
、
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
整
備 

事
業
、
地
方
債
の
償
還
等
が
主
な
も
の
で
す
。 

 

◎財政の健全化比率等報告  

1 . 健全化判断比率  

２ . 公営企業会計の資金不足比率  

（単位：％) 

（単位：％) 

実質赤字比率 

特別会計の名称 

観光施設事業特別会計 資金不足はありません。 

〃 

〃 

簡易水道事業特別会計 

下水道事業等特別会計 

資金不足比率 備　考 

(15.00) (20.00) (25.0) (350.0) 

ー 

ー 
ー 
ー 

ー 11.9 51.0 

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

　地方公共団体の財政に健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）により、 
議会への報告と住民への公表が義務付けられました。 
平成 19 年度決算に基づく各指標は下記のとおりです。 

資 金 不 足 比 率  

―は、実質赤字がないことを示す。 
（　　）内は、早期健全化基準を示す。 
実 質 赤 字 比 率  
連結実質赤字比率 
実質公債費比率 
 
将 来 負 担 比 率  
 
標 準 財 政 規 模  
 

 
 
 ：一般会計の歳入と歳出の差。 
 ：特別会計を含めた赤字額。 
 ：すべての会計と、加入する組合等が支払った地方債への一 
　般会計の標準財政規模に対する負担割合。 
 ：将来にわたって支払うべき地方債の償還金や、職員の退職 
　金等の標準財政規模に対する負担割合。 
 ：普通地方交付税、譲与税、地方税などの合計。この法律で 
　は臨時財政対策債発行可能額も含む。 
　片品村の規模は、2,656,057 千円 

 ：各会計の赤字額の売上額に対する割合。 
　20.0％を超えると経営健全化団体となる。 
  



04

ニュース

広 報 か た し な        H20 . 10

ニュース

05 広 報 か た し な        H20 .10

平
成
20
年
度
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い
全
国
大
会

　

昭
和
50
年
か
ら
村
営
の
ス
キ
ー
場
と

し
て
営
業
し
て
き
ま
し
た
、
オ
グ
ナ
ほ

た
か
ス
キ
ー
場
は
09
シ
ー
ズ
ン
か
ら
指

定
管
理
者
制
度
＝
豆
字
典
＝
に
よ
り
武

尊
山
観
光
開
発
㈱
（
武
尊
牧
場
ス
キ
ー

場
経
営
）
が
村
に
代
わ
っ
て
営
業
い
た

し
ま
す
。
武
尊
山
観
光
開
発
㈱
は
武
尊

牧
場
ス
キ
ー
場
の
他
に
宝
台
樹
ス
キ
ー

場
も
経
営
し
、
人
命
に
係
る
索
道
事
業

の
安
全
技
術
と
民
間
事
業
経
営
者
と
し

て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

片
品
村
景
観
審
議
会
委
員
の
委
嘱

　

８
月
30
日
に
尾
瀬
国
立
公
園
誕
生

一
周
年
を
記
念
し   「
つ
な
げ
よ
う　

は
る
か
な
尾
瀬
か
ら　

み
ん
な
の
自

然
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
平
成
20
年

度
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い
全
国
大
会
が

福
島
県
枝
岐
村
の
尾
瀬
の
郷
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
は
常
陸
宮
ご
夫
妻
が

出
席
の
も
と
、
環
境
大
臣
と
各
県
知

事
に
よ
る
自
然
公
園
関
係
功
労
賞
者

が
表
彰
さ
れ
、
本
村
関
係
で
は
、
松

　
　

浦
和
男
さ
ん
（
戸
倉
）
に
環
境

　
　

大
臣
表
彰
、
片
品
村
遭
難
対
策

　
　

救
助
隊
及
び
片
品
北
小
学
校
に

　
　

群
馬
県
知
事
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ

　
　

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　

ま
た
、
式
典
の
中
で
地
元
小

　
　

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
６
名
（
片

　
　

品
村
は
萩
原
健
吾
く
ん
）
が
代

　
　

表
し
「
尾
瀬
の
豊
か
な
自
然
を

　
　

全
国
へ
発
信
す
る
と
と
も
に
未

　
　

来
へ
の
継
承
」
を
誓
い
ま
し
た
。

　
　

　
　

　
　

○
平
成
20
年
度
自
然
公
園
関
係  

　
　
　

功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
受
賞

　
　

・
松
浦
和
男
（
68
歳
）　　
　

　
　
　

尾
瀬
国
立
公
園
及
び
日
光
国

　
　
　

立
公
園
に
お
い
て
、
長
年
、

自
然
解
説
や
安
全
登
山
の
指
導
、
ゴ

ミ
持
ち
帰
り
運
動
の
推
進
の
他
、
歴

史
的
な
写
真
や
鳥
獣
、
樹
木
の
標
本

等
を
展
示
し
た
資
料
館
を
設
置
す
る

な
ど
、
自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発

に
尽
力
。

○
自
然
公
園
関
係
功
労
者
群
馬
県
知

　

事
表
彰
受
賞

・
片
品
村
遭
難
対
策
救
助
隊　
　

　

尾
瀬
国
立
公
園
及
び
日
光
国
立
公

園
に
お
い
て
、
正
し
い
登
山
の
普
及

や
高
山
植
物
の
植
生
保
護
に
努
め
る

ほ
か
、
登
山
道
及
び
指
導
標
識
等
の

巡
視
・
整
備
や
遭
難
者
の
救
出
に
尽

力
。

・
片
品
村
立
片
品
北
小
学
校　

　

尾
瀬
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
自
然

環
境
学
習
を
永
年
に
わ
た
り
実
施
し

て
お
り
、「
尾
瀬
花
か
る
た
」
を
使
用

し
た
生
物
学
習
な
ど
独
自
の
教
育

実
践
に
よ
り
、
自
然
へ
の
高
い
関
心

を
持
っ
た
地
域
人
材
の
育
成
に
尽
力
。

　

景
観
審
議
会
と
は
、
片
品
村
花

の
谷
景
観
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ

る
も
の
で
、
村
長
の
諮
問
に
応
じ

景
観
形
成
に
関
し
必
要
な
事
項
を

審
議
す
る
と
と
も
に
、
景
観
形
成

に
関
し
村
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
機
関
で
す
。

　

ま
た
、
景
観
審
査
委
員
会
と
は
、

景
観
審
議
会
の
中
に
設
置
さ
れ
る

委
員
会
で
、
村
長
が
景
観
形
成
に

関
す
る
事
項
に
指
導
・
勧
告
等
を

行
う
場
合
必
要
に
応
じ
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
関
で
す
。

環
境
大
臣
表
彰
受
賞
の
松
浦
さ
ん
と
随
行
の

奥
さ
ん

し
て
お
り
、
そ
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。　

　

ま
た
、
リ
フ
ト
等

の
施
設
は
今
ま
で
ど

お
り
村
の
財
産
で
あ

り
営
業
を
委
託
す
る

も
の
で
す
。

　

尚
、
指
定
期
間
は

平
成
20
年
10
月
１
日

〜
平
成
23
年
９
月
30

日
の
３
年
間
で
す
。

・
豆
字
典

　

指
定
管
理
者
制
度

＝
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
発
想
を
活
用
す
る

目
的
で
地
方
自
治
法

の
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
の
公
共
的
団
体
等
へ
の
「
管
理
委
託

制
度
」
に
代
わ
り
、
議
会
の
議
決
を
経

て
指
定
さ
れ
る
「
指
定
管
理
者
」
に
管

理
を
委
任
す
る
制
度
で
す
。

２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

エクステラジャパン 丸沼大会
XTERRA IN JAPAN

　８月 30 日、丸沼周辺を会場として、エクステラジャパンチャ
ンピオンシップ丸沼大会が開催されました。
　スイム 1.2 ㎞・バイク 25 ㎞・トレイルラン 10 ㎞からなるオフ
ロード版トライアスロン競技には 180 名の選手が参加し、迫力あ
るレースが展開されました。 31 日には日光白根山を走り抜ける山
岳マラソンが行われました。
　厳しいレースでしたが、丸沼の素晴らしいロケーションの中で
レースが展開されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（むらづくり観光課）

村長杯を掲げる優勝者とプレゼンターの副村長
シラネアオイの種子を採る様子

式典の様子

表
彰
者
と
功
績
概
要

会　

長　

倉
田　

剛　
　
　
　

第
４
区 

副
会
長 

梅
澤　

章　
　
　
　

第
６
区 

委　

員 

高
橋　

秀
明※
　
　

第
１
区

〃 

小
林　

君
雄　
　
　
　

〃 

〃 

星
野　

正
夫※

　
　

第
２
区

〃 

千
明　

慶
之　
　
　
　

〃 

〃 

小
山　

隆
之　
　
　

第
３
区 

〃 

星
野　

伊
佐
夫※

　
　

〃　

〃　
　
　

狩
野　

孝
夫※

　
　

第
４
区

〃 

林　
　

欣
一　
　
　

第
５
区 

〃 

山
崎　

直
康※

　
　
　

〃　

〃 

星
野　

順
一※

　
　

第
６
区

〃 

萩
原　

繁
司　
　
　

第
７
区 

〃 

萩
原　

聖
彦※

　
　
　

〃　
　

〃 

星
野　

千
里　
　
　

第
８
区 

〃 

鎌
田　

純
男※

　
　
　

〃　
　

〃　
　
　

宮
田　

要
治※

　

学
識
経
験
者　
　

〃　
　
　

金
井　

剛
彦※

　
　
　

〃

　
　
　

※

景
観
審
査
委
員
に
指
名
さ
れ
た

　
　
　
　

方
々
で
す
。

役
場
職
員
人
事
異
動

平
成
20
年
10
月
１
日
付
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

氏
名
の
下
の
（　

）
内
は
前
の
所
属
課
で
す
。

　

保
健
福
祉
課　

係
長　

星
野　

勝
志
（
む
ら
観
）

　

農
林
建
設
課　

主
査　

須
藤　

錦
作
（
む
ら
観
）

ゴミを拾いながら点検を行う

オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
が
指
定
管
理
者
へ

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会 

秋
の
事
業
を
実
施

　

９
月
２
日
（
火
）
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を

守
る
会
に
よ
る
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
種
子
採

取
及
び
清
掃
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
尾
瀬

高
校
の
生
徒
や
日
本
製
紙
か
ら
約
１
１

０
人
が
参
加
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
で
は
、
毎

年
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
保
護
復
元
の
た
め

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

正面ゲレンデから見た事務所のあるレストハウスとメインリフト（4人乗り）
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９
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
８
日

間
、
９
月
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
条
例
の
制
定
、
19
年
度
決
算
、

20
年
度
補
正
予
算
、
指
定
管
理
者
の

指
定
な
ど
重
要
な
案
件
が
審
議
さ
れ
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
議
決
（
認
定
）

さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・
片
品
村
尾
瀬
の
郷
づ
く
り
寄
附
条

例
（
制
定
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
使
途
、

管
理
方
法
な
ど
を
定
め
た
条
例
で
す
。

・
片
品
村
尾
瀬
の
郷
づ
く
り
基
金
条

例
（
制
定
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
正
し
く

管
理
運
用
す
る
た
め
に
基
金
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

・
片
品
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
・
寄
附
金
税
額
控
除

制
度
の
導
入
、
固
定
資
産
税
の
非
課

税
措
置
を
受
け
る
者
の
申
告
規
定
の

整
備
な
ど
で
す
。

・
片
品
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

新
し
い
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
る
改
正
で
す
。
印
鑑
証

明
書
の
交
付
履
歴
の
管
理
方
法
の
変

更
、
改
印
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
新

し
い
登
録
証
を
発
行
し
な
い
な
ど
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

・
片
品
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

改
印
申
請
の
際
の
手
数
料
１
件
・

３
０
０
円
を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

・
片
品
村
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
一
部

改
正
で
す
。
片
品
村
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
条
例
、
片
品
村
の
議
会
の
議

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
、
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
三
条
例
を
同
時
に
改
正

し
ま
し
た
。
議
会
議
員
の
報
酬
の
名

称
を
議
員
報
酬
に
改
め
ま
し
た
。

・
片
品
村
営
ス
ノ
ー
パ
ル
・
オ
グ
ナ

ほ
た
か
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
を
指
定

管
理
者
に
管
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
改
正
で
す
。

◎
決
算
の
認
定

　

平
成
19
年
度
各
会
計
の
決
算
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
た
健
全
化
判

断
比
率
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
２

〜
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
20
年
度
の
各
会
計
の
補
正
予

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計

　

既
定
の
予
算
額
に
１
億
１
１
１
万

１
千
円
を
追
加
し
て
総
額
を
34
億

９
，
４
１
１
万
１
千
円
に
し
ま
し
た
。

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出

金
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
歳
出

で
は
越
本
体
育
館
屋
根
補
修
工
事
費
、

片
中
体
育
館
耐
震
補
強
工
事
設
計
費

な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
す
る
た
め
に
「
尾
瀬
の
郷
づ
く
り

事
業
費
」
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

お
も
に
前
年
度
繰
越
金
・
保
険
給

付
費
の
補
正
で
、
既
定
の
予
算
額
に

１
，
１
９
９
万
５
千
円
を
追
加
し
て

総
額
を
７
億
５
，
６
５
１
万
９
千
円

に
し
ま
し
た
。

・
老
人
保
健
特
別
会
計

　

前
年
度
繰
越
金
が
３
千
万
円
ほ
ど

増
え
、
予
算
総
額
が
９
，
７
０
７
万

２
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
歳
出
で
は

医
療
諸
費
が
増
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

既
定
の
予
算
額
に
５
０
６
万
４
千

円
を
追
加
し
て
予
算
総
額
を
１
億
１
，

５
２
１
万
２
千
円
に
し
ま
し
た
。
繰

越
金
の
増
額
を
老
朽
管
の
更
新
、
修

繕
料
な
ど
に
充
当
し
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計

　

繰
越
金
が
１
，
１
６
０
万
７
千
円

増
加
し
ま
し
た
。
保
険
給
付
費
、
基

金
積
立
金
に
充
当
し
て
予
算
総
額
を

３
億
３
，
１
６
３
万
４
千
円
と
し
ま

し
た
。

・
下
水
道
事
業
等
特
別
会
計

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
前
年

度
繰
越
金
が
増
額
と
な
り
、
施
設
費
、

建
設
費
に
充
て
る
も
の
で
す
。

　

８
月
下
旬
の
大
雨
で
被
害
の
出
た

下
水
処
理
場
施
設
及
び
周
辺
の
復
旧

費
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
額
で

２
億
６
，
９
４
９
万
３
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

既
定
の
予
算
額
に
50
万
円
を
追
加

し
て
、
総
額
５
，
１
５
８
万
９
千
円

の
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
質
問

　

４
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

・
子
供
の
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い

て・
後
継
者
と
し
て
村
に
残
っ
て
い
る

独
身
男
性
の
お
嫁
さ
ん
対
策
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
（
飯
塚
美
明
議
員
）

・
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
入
澤
登
喜
夫
議
員
）

・
原
油
高
騰
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
星
野
侃
三
議
員
）

・
低
炭
素
社
会
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
吉
野　

勲
議
員
）

◎
請
願
及
び
陳
情

・
国
道
１
２
０
号
線
側
溝
蓋
設
置
の

お
願
い　
（
東
小
川
区
長
ほ
か
２
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

・
社
会
保
障
関
係
費
の
２
，
２
０
０

億
円
削
減
方
針
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情
（
連
合

群
馬
沼
田
地
域
協
議
会
議
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

・
生
活
品
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
緊

急
対
策
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ

い
て
の
陳
情

（
連
合
群
馬
沼
田
地
域
協
議
会
議
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

・
国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進

と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化
へ
の
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
（
森
林

労
連
全
国
林
野
関
連
労
働
組
合　

利

根
沼
田
分
会
執
行
委
員
長
）（
採
択
）

　

採
択
さ
れ
た
３
つ
の
陳
情
に
つ
い

て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
国

務
大
臣
並
び
に
衆
参
両
院
議
長
に
意

見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
そ
の
他

・
物
件
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　

予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の

物
件
の
取
得
に
は
議
会
の
議
決
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
第
7

分
団
に
配
置
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
購
入
契
約
（
１
，
５
７
５
万
円
）

に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　

オ
グ
ナ
・
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
の

指
定
管
理
者
に
武
尊
牧
場
、
宝
台
樹

の
二
つ
の
ス
キ
ー
場
を
経
営
し
て
い

る
武
尊
山
観
光
開
発
株
式
会
社
を
指

定
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
は
、
平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

村
議
会
は
村
の
将
来
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

是
非
傍
聴
し
て
下
さ
い
。

　

平
成
20
年
8
月
27
日
に
利
根
沼
田

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
利
根
沼
田

管
内
中
学
校
か
ら
の
代
表
者
16
名
が
、

社
会
に
向
け
て
の
意
見
、
家
族
や
自

分
の
思
い
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

片
品
中
か
ら
は
３
年
生
の
千
明　

桃

さ
ん
が
出
場
し
、
郡
の
陸
上
大
会
を

と
お
し
て
感
じ
た
「
感
謝
の
気
持
ち
」

を
立
派
な
態
度
で
発
表
し
ま
し
た
。

応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
関

係
者
、
青
少
推
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

各
学
校
の
発
表
者
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

（
発
表
順
）

　

沼
田
南
中
３
年　

五
位
野　

花
奈

「
私
に
と
っ
て
の
世
界
遺
産
」

　

薄
根
中
３
年　
　

松
井　

聖
也

「
仲
間
」

　

月
夜
野
中
３
年　

角
田　

智
亮

「
勝
ち
た
い
自
分
」

　

白
沢
中
２
年　
　

鶴
淵　

秀
人

「
働
く
と
は
」

　

利
根
中
３
年　
　

鈴
木　

妃
代
里

「
認
知
症
に
対
し
て
」

　

川
場
中
３
年　
　

巻
口　

由
香
梨

「
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
」

　

藤
原
中
３
年　
　

富
岡　

瑞
季

「
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

　

水
上
中
３
年　
　

渡
辺　

佑
李

「
大
切
な
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
」

　

多
那
中
３
年　
　

小
林　

晴
香

「
夢
に
向
か
っ
て
」

　

沼
田
中
３
年　
　

桒
原　

優
美

「
私
流
武
士
道
の
す
ゝ
め
」

　

沼
田
東
中
３
年　

石
田　

真
美

「
私
を
変
え
た
言
葉
」

　

片
品
中
３
年　
　

千
明　
　

桃

「
感
謝
の
気
持
ち
」

最
優
秀
賞

　

昭
和
中
１
年　
　

澤
浦　

え
く
ぼ

「
三
世
代
同
居
か
ら
考
え
る
こ
と
」

　

沼
田
西
中
３
年　

金
子　

春
香

「
21
グ
ラ
ム
」

最
優
秀
賞

　

新
治
中
３
年　
　

平　
　

貴
衣

「
生
き
て
い
る
」

　

池
田
中
３
年　
　

永
井　

悠
介

「
感
謝
の
言
葉
の
も
つ
力
」

　

尚
、
千
明　

桃
さ
ん
の
発
表
の

模
様
が
11
月
25
日
（
火
）
午
後
６

時
30
分
か
ら
Ｆ
Ｍ　

Ｏ
Ｚ
Ｅ
で
放

送
さ
れ
ま
す
。

まちづくり交付金事業の事後評価について
　平成 15年 12 月に戸倉ダム建設中止が決定しましたが、

ダム中止の対応として戸倉、土出、越本の各地区において

「まちづくり交付金」により下水道、駐車場、公園、散策路、

地域交流館等の整備を平成 16 年度から平成 20 年度にかけ

て事業を進めて参りました。

　まちづくり交付金事業では、共事業を実施するだけでな

く、実施した事業が村民の皆様の生活環境の向上に如何に

役立ったかを評価する「事後評価」という仕組みが取り入

れられ、最終年度の本年度に事業者である片品村が評価を

行い国へ報告することとなっています。今後のスケジュー

ル等をお知らせします。

事後評価の目的

　　事後評価は、まちづくり交付金がもたらした成果など

　を客観的に診断して、今後のむらづくりを適切な方向に

　導くとともに、住民の皆様に分かりやすく説明すること

　を目的としています。

今後のスケジュール等

・事後評価原案の公表

　　（公表期間　平成 20 年 10 月中旬～ 10 月下旬）

　　事後評価原案を住民の皆様にご覧いただき意見等をお

　寄せいただくこととしています。

　　閲覧方法・片品村むらづくり観光課窓口

　　　　　　・片品村ホームページ　　　　　　

　　　　　  　（http://www.vill.katashina.gunma.jp/）

・評価結果（最終）の公表（平成 21 年３月下旬）

片品中学校代表の千明　桃さん

平
成
20
年
度
少
年
の
主
張
「
利
根
沼
田
地
区
大
会
」
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演奏は尾瀬高校吹奏楽部の皆さん

第１回種目の茶運び競争

元気な小学生 婦人会リレーでは各区が着飾って入場

わが 家 の 自 慢 料 理
おやき 作成者　　伊閑町　萩原　あい子さん

材料

○１人分の栄養価     ｴﾈﾙｷﾞ ：ー169Kcal　　蛋白質：34.0ｇ　　脂 質：0.8ｇ　　ｶﾙｼｳﾑ：46ｍｇ　　塩 分：0

作り方

◇小麦粉の効能

～小麦粉を使った料理～

・胚芽のビタミン Eの働きで動脈硬化予防に効果的です。

小麦粉（中力粉）…500ｇ　　

タンサン……大さじ２

酢……………130 ㏄

お湯…………200 ㏄

かぼちゃ……100ｇ

コーン………100ｇ

さつまいも…100ｇ

花豆 ( 煮豆 )…２粒×15 個

・野菜がたくさん入っているので栄養満点です。

・おやきを焼いて焦げめをつけてから蒸すと、しっとり軟らかく仕上がります。

◇ワンポイント

（15個分）

①かぼちゃとさつまいもは皮付きのまま１㎝角に切り、塩水に少々つけておき、水け

をきる。別々にラップで包み電子レンジで 30 秒～ 40 秒くらい熱し、軟らかくする。

②ボウルに中力粉、タンサン、酢と角切りにし　

たかぼちゃ、さつまいも、コーンを入れ、ぬ　

るま湯を加えて捏ね、１時間くらいラップを

かけて、ねかせておく。

（生地の硬さは手にくっつかない程度）

③生地を 15 等分にし、花豆（煮豆）を２個ず

つ入れて包み、丸める。

④テフロン加工のフライパンで両面に焦げめをつけるように焼く。

（中火～弱火くらいで）

⑤④のおやきに焦めがついたら、蒸し器で１０分ほど蒸して出来上がり。

（昔ながらのおやきを今風にアレンジ）

見ている方も力が入る綱引き

第
５
区
、
５
連
覇
！ 

　

第
50
回
を
迎
え
た
片
品
村
民
運
動

会
が
９
月
14
日 （
日
）、 

片
品
小
学
校

校
庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
夜
か
ら
の
雨
に
よ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
の
た
め
、
開
会
が
一
時
間

遅
れ
ま
し
た
が
、
真
夏
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
暑
い
中
、
第
50
回
記
念
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
２
種
目
を
含
め
全
26

種
目
を
行
い
ま
し
た
。

花
咲
出
身
で
川
崎
市
在
住
の
星
野
徳

夫
さ
ん
か
ら
寄
付
し
て
頂
い
た
揃
い

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
小
中
学
生
の
演

技
、
高
齢
者
と
小
学
生
の
輪
投
げ
リ

レ
ー
、
綱
引
き
、
区
対
抗
リ
レ
ー
と

熱
の
入
っ
た
記
念
大
会
も
大
会
役
員
・

係
員
又
、
各
区
役
員
さ
ん
の
ご
協
力

と
観
客
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ

き
大
会
は
終
始
盛
り
上
が
り
、
第
５

区
が
５
連
覇
を
果
た
し
終
了
し
ま
し

た
。

　

主
な
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

総
合
結
果

優　

勝　

第
５
区
２
３
４
点

準
優
勝　

第
８
区
１
７
８
点

第
３
位　

第
１
区
１
４
５
点

第
４
位　

第
４
区
１
４
４
点

第
４
位　

第
６
区
１
４
４
点

第
６
位　

第
３
区
１
２
０
点

第
７
位　

第
２
区
１
１
７
点

第
８
位　

第
７
区　

９
８
点

種
目
別
優
勝

60
ｍ
女
子

三
十
歳
代 

　

林　
　

め
ぐ
み　
（
５
）  

９
秒
75

四
十
歳
代

　

入
澤　

純　

子　
（
５
）  

９
秒
82

五
十
歳
以
上

　

入
澤　

は
る
み　
（
５
）  

10
秒
25

　
　

男
子

四
十
歳
代　

 

　

入
澤　
　

茂　
　
（
５
）  
８
秒
36

五
十
歳
代　

新
記
録　

 

　

星
野　
　

勤　
　
（
８
）  

７
秒
96

六
十
歳
以
上 

　

高
橋　

正　

治　
（
１
）  

９
秒
07 

玉
入
れ　

第
５
区　

10
連
覇

輪
投
げ
リ
レ
ー　

第
５
区　

２
０
０
ｍ
女
子

二
十
歳
未
満 

　

星
野　

七　

菜　
（
６
）
31
秒
65

　
　

男
子

二
十
歳
未
満 

　

横
坂　

隆　

弥　
（
５
）
25
秒
29

二
十
歳
以
上 　

　

吉
野　

智　

彰　
（
８
）
27
秒
06

１
５
０
０
ｍ　

　

飯
塚　
　

将
（
２
）
５
分
06
秒
19

抽
選
競
走
女
子

三
十
歳
代　
　

星
野　

咲　

織
（
５
）

四
十
歳
代　
　

入
沢　

身
奈
子
（
５
）

五
十
歳
以
上　

笠
原　

紀
美
子
（
５
）

　
　
　
　

男
子

三
十
歳
代　
　

渡
辺　

英　

樹
（
８
）

四
十
歳
代　
　

阿
部　

明　

麿
（
５
）

五
十
歳
以
上　

星
野　

孝　

俊
（
５
）

消
防
団
放
水
競
走　
　

第
４
区

１
０
０
ｍ
女
子

二
十
歳
未
満 

　

横
坂　

直　

美
（
５
）
15
秒
35

二
十
歳
代　

　

岡
部　

則　

恵
（
３
）
16
秒
53

　
　
　
　

男
子

二
十
歳
未
満 

　

大
竹　
　

凛  　
（
１
）
12
秒
34

　

二
十
歳
代　

 

　

笠
原　

勇　

治
（
５
）
13
秒
16

第
50
回
片
品
村
民
運
動
会

三
十
歳
以
上 

　

川
合　
　

憲  　
（
８
）
12
秒
70

役
員
障
害
物
リ
レ
ー　
　

第
５
区

綱
引
き　
　
　
　
　
　
　

第
３
区

区
対
抗
リ
レ
ー

　

女
子　

第
５
区

　

男
子　

第
５
区

　

選
手
並
び
に
早
朝
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
あ
た
っ
て
頂
い
た
役
員
、
係
員

の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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教育・生涯学習

11 広 報 か た し な        H20 .10

図 書 室 カレンダー   11 月

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

J・K・ローリング　作
松岡　佑子　訳

『ハリーポッターと死の秘宝　上・下』静山社
　求めるべきは「分霊箱」か「死の秘宝」か。ダンブルドア
の真意はどこに？ヴォルデモートが必死に追い求めるものは
なにか？壮絶な戦い、胸を引き裂く別れ。ついに明かされる
ハリーの運命は・・・（本文より）
ハリーポッターシリーズ「最終巻」です。

月 火 水 木 金 土日

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊　　は「みやま号」巡回日
＊       はお休みです。

        1
  2　3　4　5　6　7　8
  9 10  11  12  13  14  15
16  17  18  19  20  21  22
23  24  25  26  27  28  29 
30 

教育委員会　11 月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・片品村総合産業文化展
・尾瀬国立公園俳句大会表彰式
・海と山の交歓会思い出を語る会
・村民剣道大会
・村民卓球大会
・尾瀬の郷オゾンシアター公演

☆学校関係
・郡小中学校音楽祭
・片教研授業交流会（北小）
・冬季交歓会打合会議

◇片小 
・授業参観
・かがやき学習発表会
・5年生東京旅行
※かがやき学習発表会にぜひおこしください。
　当日はバザーも開催されます。

◇北小 
・避難訓練（火災）
・教育相談
※授業交流会で授業を公開します。公開日に向けて
　子どもたちも先生も張り切っています。

◇南小
・避難訓練（火災）
・学習発表会 
・校内かるた大会
※いろいろな活動でお世話になった方々を招待し、
　感謝の気持ちをこめて学習発表会を行います

◇武尊根小 
・開校記念朝礼
・授業参観･教育相談
・学校保健委員会②
※明治 8 年 11 月 15 日に摺淵小学校が開校された
　のを記念して朝礼を行います。

◇片中
・片中文化の日
・三者相談
・1年自然観察会②
・避難訓練（火災）
・環境奉仕日⑧
・中高一貫公開発表会（利根中）
・授業参観・学年懇談会
　　PTA 球技大会
※片中文化の日に向けて、地域の方々にご協力を
　いただきありがとうございます。ぜひ参観にお
　越しください。

2 日 ( 日 )･3 日 ( 月 )
3 日 ( 月 )

　　 3 日 ( 月 )
中旬
 中旬

29 日 ( 土 )

6 日 ( 木 )
17 日 ( 月 )
26 日 ( 水 )

18 日 ( 火 ) ～ 20 日 ( 木 )
19 日 ( 水 )
21 日 ( 金 )

11 日 ( 火 )
19 日 ( 水 ) ～ 27 日（木）

5日 ( 水 )
21 日 ( 金 )
28 日 ( 金 )

10 日 ( 月 )
11 日 ( 火 )･12 日 ( 水 )

20 日 ( 木 )

1 日 ( 土 )
7 日 ( 金 ) ～
11 日 ( 火 )
14 日 ( 金 )
18 日 ( 火 )
20 日 ( 木 )

25 日 ( 火 )

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
年
九
月
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

光
子

老
い
の
坂
下
る
早
さ
や
秋
の
雲

大
空
は
青
き
キ
ャ
ン
バ
ス
赤
ト
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

中
村　

導
子

法
話
と
く
僧
侶
や
さ
し
く
萩
の
寺

髪
す
け
ば
過
ぎ
ゆ
く
風
や
今
朝
の
秋

　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

ひ
か
え
へ
め
に
咲
い
て
床
し
き
水
引
草

ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ
道
路
の
端
の
三
輪
車

　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

木
村　

佳
江

青
胡
桃
ま
ろ
び
て
栗
鼠
の
通
り
径

狐
来
る
白
露
の
朝
の
森
の
家

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野
ト
ミ
エ

バ
リ
カ
ン
で
子
の
頭
刈
る
蝉
し
ぐ
れ

枝
豆
を
草
も
ろ
と
も
に
抜
き
と
り
し

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

萩
原
キ
ヨ
子

軒
下
で
大
き
な
仕
事
雀
蜂

短
命
を
声
の
か
ぎ
り
に
油
蝉

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

松
井
亜
作
枝

露
光
る
近
寄
り
難
き
秋
あ
ざ
み

小
流
れ
を
覆
ひ
て
迫
る
葛
の
蔓

　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

稲
の
穂
の
触
れ
合
ふ
音
や
大
や
ん
ま

老
二
人
姑
の
命
日
の
紅
花
茶

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

吉
野　

道
子

咲
き
ほ
こ
る
木
槿
に
今
日
の
雨
や
さ
し

白
萩
の
咲
き
盛
り
な
り
寺
参
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

築
地　

千
明
お
さ
む

夏
や
せ
て
ま
た
ま
た
増
し
薬
の
量

行
く
夏
を
孫
と
手
花
火
で
送
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

花
咲　

星
野　

百
姓

生
き
る
こ
と
そ
れ
が
仕
事
か
夏
が
行
く

寝
静
ま
る
村
川
霧
の
立
ち
こ
め
る

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

康
一

稲
雀
ぱ
っ
と
と
び
ち
る
散
歩
み
ち

草
紅
葉
小
雨
の
水
面
咲
き
満
ち
て

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寺
岡　

貞
子

武
尊
路
や
民
家
の
庭
に
お
み
な
へ
し

黒
蝶
や
流
る
る
雲
の
う
す
茜

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

歌
子

蜩
の
声
を
遠
く
に
日
は
く
る
る

た
た
み
癖
と
れ
ぬ
形
見
の
秋
袷

　
　
　
　
　
　
　

花
咲　

戸
丸　

好
夫

天
高
し
入
場
式
や
意
気
高
し

婦
人
会
蝶
舞
う
如
く
踊
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

千
明　

政
夫

お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
尾
瀬
の
風
は
秋

秋
晴
や
紅
白
の
球
空
を
舞
う

自
然
公
園
ふ
れ
あ
い
全
国
大
会
群
馬
県
知
事
表
彰　

　
「
平
成
20
年
度
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い

全
国
大
会
」
が
８
月
30
・
31
日
に
福

島
県
檜
枝
岐
村
で
行
わ
れ
、
片
品
北

小
学
校
が
「
尾
瀬
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
環
境
教
育
」
で
群
馬
県
知
事
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
自
然
公
園
の
保
護
と

利
用
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
会
で
、
50

回
目
の
節
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
国

立
公
園
誕
生
か
ら
一
年
を
迎
え
た
尾

瀬
を
会
場
に
「
つ
な
げ
よ
う　

は
る

か
な
尾
瀬
か
ら　

み
ん
な
の
自
然
」

の
も
と
、
常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
や
斉

藤
環
境
大
臣
の
ご
臨
席
の
も
と
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
北
小
学
校
で
は
、
昭
和
53
年

に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
と
し
て

尾
瀬
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
か
ら
は
、
３
年
生
も
加
わ

り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
し
て

尾
瀬
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

尾
瀬
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
尾
瀬

学
習
発
表
会
で
地
域
の
人
々
に
「
素

晴
ら
し
い
尾
瀬
の
自
然
を
守
り
、
育

て
て
い
く
た
め
に
自
分
達
の
で
き
る

こ
と
」
と
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。
多

年
に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
取
組
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
松
浦
隆
介
君
（
６
年
）
が
代

表
と
し
て
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

知事受賞の報告　左から千明村長　松浦隆介君　
青木美穂子校長 後列　萩原副村長　飯塚教育長

○
年
代
：
明
治
元
年  （
１
８
６
８
年
）

か
ら
昭
和
20
年 （
１
９
４
５
年
） 

ま
で

に
建
設
さ
れ
た
木
造
建
築
物
。

○
規
模
：
住
宅
の
場
合
は
、
５
間×

10
間
以
上
。
土
蔵
の
場
合
は
３
間×

４
間
以
上
と
し
ま
す
。

　

右
記
以
外
の
建
築
物
で
も
伝
統
的

様
式
や
技
法
で
建
て
ら
れ
た
と
思
わ

れ
る
木
造
建
築
物
が
あ
れ
ば
、
県
に

報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
文

化
財
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
４
４

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
教
育
委
員
会
）

群
馬
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
本
年
度
か

ら
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
、 「
群
馬
県
近

代
和
風
建
築
総
合
調
査
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
文
化
庁
が
平
成
４
年

度
か
ら
全
国
で
順
次
着
手
し
て
い
る
調

査
で
、
近
代
和
風
建
築
の
所
在
な
ど
の

把
握
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６

８
年
） 

か
ら
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）

の
間
に
、
日
本
の
伝
統
的
様
式
や
技
法

で
建
て
ら
れ
た
木
造
建
築
物
で
、
住
宅
、

旅
館
な
ど
の
ほ
か
、
神
社
や
寺
院
な
ど

の
宗
教
建
築
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
公

共
建
築
で
す
。

　

調
査
は
、
近
代
和
風
建
築
の
残
存

状
況
を
把
握
し
、
日
本
の
近
代
建
築

の
歴
史
上
重
要
な
も
の
を
保
存
す
る

た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
、
第
一
次
調
査
を
各
市
町
村

教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
基
礎
調
査
を

組
長
さ
ん
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

組
長
さ
ん
が
訪
問
し
た
際
に
は
、
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
対
象
と
な
る
建
築
物
の
目
安

は
、

※予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

Sports day in Japan is a big deal. In America, elementary schools 
have sports days, too. But they are different  and not important. 
Some sports are the same like 3-Legged Races and running. But 
we don’ t have Tug of War, jump rope or Kibasen. Also, we don’ t 
do folk dances and march. And I was so surprised how much the 
students practice for Sports Day. But some things are the same. 
Like sportsmanship and playing as a team. Winning isn’ t the 
most important. It is more important to try hard, be a good 
winner or loser, and have fun! 　Thanks for some fun Sports Days. 
Now, I  can’ t wait for the fall foliage!

Laura Tajima
Katashina Newspaper, October

Sports Day in Katashina

ロ ー ラ 通 信

　日本の運動会は、大事な行事です。アメリカでも、小学校で運動会
があります。しかし、それは日本のとは違い重要ではありません。二
人三脚や走競技など同じ競技もありますが、綱引きや大縄、騎馬戦な
どはありません。また、フォークダンスや行進もありません。私は、
生徒達が運動会のためになんて一生懸命練習するのだろうと、とても
驚きました。しかし、共通することもあります。スポーツマンシップ
やチームプレイといったことです。勝利することだけが一番大切なの
ではありません。勝とうが負けようが、一生懸命に取り組み、楽しむ、
これらのほうがより大事なのです。
　楽しい運動会をありがとう。さて、これから秋の紅葉が待ち遠しい
ですね。

片品の運動会

A big deal = 大事
3-Legged Race = 二人三脚
Tug of War= 綱引き
Jump rope= 大縄
March= 行進する
Sportsmanship= スポーツマンシップ
Foliage= 紅葉

※おしらせ：図書館補強工事の為、11 月 4 日（火）から中央公民
　　　　　　館 1 階和室に移動します。
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お 

し 

ら 

せ

海
と
山
の
交
歓
会

　
　
　
　

思
い
出
を
語
る
会
開
催

　

今
年
で
43
回
目
を
迎
え
た
銚
子
市
明

神
小
学
校
と
の
交
歓
会
。
こ
の
交
歓
会

の
創
始
者
で
あ
り
ま
す
明
神
小
元
校
長

の
阿
部
明
氏
を
お
迎
え
し
、
交
歓
会
の

思
い
出
を
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
多

数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

●
日　

時　

11
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時

●
場　

所　

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー　

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会　

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
４
４

相　
　
　

談

国
税
に
関
す
る
質
問
・
相
談

　

平
成
20
年
11
月
４
日
か
ら
、
納
税
者

の
皆
様
か
ら
の
電
話
に
よ
る
国
税
に
関

す
る
質
問
・
相
談
は
、
国
税
局
「
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
税
務
署
の
代
表
電
話

が
自
動
音
声
案
内
に
変
わ
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
操
作
に
つ
い
て
は
、
音
声

案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
20
年
10
月
24
日
を
も
っ

て
、
県
内
の
税
務
相
談
室
前
橋
分
室
・

高
崎
分
室
・
館
林
分
室
は
閉
鎖
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

☎（
２
２
）
２
１
３
１

身
体
障
害
者
の
皆
様
へ

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
障
害
の
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て
下
さ

い
。　
　

●
日　

時　

11
月
12
日
（
水
）

　

受
付
は
午
前
10
時
〜
12
時

●
相
談
会
場

　

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

会
場
へ
来
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

在
宅
訪
問
診
査
も
可
能
で
す
の
で
申
し

込
み
の
際
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容　

▽
整
形
外
科
に
関
す
る
障
害
に
つ
い
て

の
相
談

▽
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の
補
装

具
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
給

付
要
否
判
定

●
持 

ち 

物

①
印
鑑

②
身
体
障
害
者
手
帳

●
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
５

募　
　
　

集

歴
史
的
建
造
物
の
募
集
に
つ
い
て

  「
花
の
谷
景
観
計
画
」
に
基
づ
き
景
観

づ
く
り
の
推
進
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
、
村
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
を
村

づ
く
り
の
資
源
と
し
て
位
置
付
け
、
そ

の
保
全
と
活
用
を
積
極
的
に
図
っ
て
い

く
た
め
、
歴
史
的
建
造
物
を
募
集
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
保
存
す
べ
き

も
の
は
、
片
品
村
景
観
審
議
会
や
専
門

家
の
意
見
を
聴
き
、
所
有
者
や
使
用
者

の
同
意
を
得
て
、
片
品
村
歴
史
的
建
造

物
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

既
に
国
・
県
・
村
の
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
も
の
は
除
き
、
歴
史
的
建

造
物
と
し
て
保
存
す
べ
き
も
の
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
11
月
末
ま
で
に
ご
連
絡
下

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
２

『守ろう！確かめよう！この最低賃金』
群　馬　県　最　低　賃　金　は
1 時間　6 7 5 円

平成 20年 10 月 16 日より改正
＊群馬県最低賃金は時間額６６４円から６７５円に
　改正され、平成 20 年 10 月 16 日から発効します。

詳しくは、
群馬県労働局労働基準部賃金室　☎027-210-5005
（前橋市大渡町 1－10－7）又は、
最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。

＊精神的・身体的な理由から最低賃金を一律に適用
　すると雇用機会が阻害される可能性のある労働者
　については、使用者が労働局長の許可を受けた時
　は、労働力その他の事情を考慮して減額した額 
　（により最低賃金の効力についての規定） が適用さ
　れます。

＊群馬県最低賃金は群馬県内の事業場で働くすべて
　の労働者とその使用者に適用されます。また、特
　定の製造業については産業別（鉄鋼・一般機械・
　電気・輸送）最低賃金が定められております。

第 18回　片品芸能鑑賞会例会開催

入場券好評発売中

　今回はﾗｼﾞｵなどで活躍中の松崎菊也氏他をお迎えし例
会を開催します。「はだかの王様」という猛毒社会風刺
をトークやコントなどで演じるステージです。いっしょ
に笑いましょう。ご近所お誘い合わせてご来場下さい。

「はだかの王様」ＬＩＶＥ

「
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
」
商
品
の
紹
介

商
品
名
「
尾
瀬
び
る
漬
け
」

国 

民 

年 

金 

広 

報

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、 「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
等
の
証
明
書
の
添
付
や
提
示

が
必
要
で
す

　

平
成
20
年
１
月
か
ら
平
成
20
年
12
月

ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
中
の
所
得
の
申
告
に
つ
い

て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
に
は
、
１
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証

明
す
る
書
類
を
添
付
等
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら

送
ら
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
） 

が
社
会
保
険
庁

か
ら
11
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
は
、

こ
の
控
除
証
明
書
ま
た
は
国
民
年
金
保

険
料
の
領
収
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
告
を
す
る
ま
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

渋
川
社
会
保
険
事
務
所

　
　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

３
月 

国 

民 

年 

金 

広 

報

や
っ
と
こ
・
さ
っ
と
こ

片�

品�

村�

��

方�

言�

�

あ
く
た
れ

　
「
み
ん
な
歩
く
の
が
早
く
て
『
や
っ
と
こ
・
さ
っ
と
こ
』
追
い
つ
い
た
」

　
「
や
っ
と
こ
・
さ
っ
と
こ
」
は
「
や
っ
と
」
と
か
「
よ
う
や
く
」
の
、
一
段

階
上
の「
本
気
で
頑
張
っ
て
・・・
ど
う
に
か
」と
い
う
意
味
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

　

方
言
辞
典
に
も
「
や
っ
と
」
に
は
副
詞
的
意
味
が
つ
い
て
い
る
の
が
、
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
同
語
と
と
て
も
似
て
い
て
、
テ
ン
ポ
の
あ
る
も
の
で
す
。

日
本
方
言
辞
典
に
よ
る
と
、
大
阪
府
泉
北
郡
で
は
「
や
っ
と
こ
・
さ
い
さ
い
」

　

愛
媛
県
で
は
「
よ
う
や
こ
や
・
よ
う
や
こ
や
」
の
よ
う
に
、
で
す
。

　

い
ず
れ
も
「
や
っ
と
こ
」
や
「
よ
う
や
こ
や
」
の
下
に
は
、
そ
れ
自
体
に
意

味
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
上
の
部
分
を
強
調
す
る
言
葉
を
あ
て
た
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

片
品
の
場
合
も
「
や
っ
と
」
に
、
接
尾
語
「
こ
」
が
つ
き
、
更
に
強
調
す
る

た
め
に
「
さ
っ
と
こ
」
つ
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

民
謡
の
囃
子
詞
（
は
や
し
こ
と
ば
）
の
よ
う
に
。

　

片
品
村
の
特
産
で
あ
る
尾
瀬
び
る

（
行
者
に
ん
に
く
） 

を
、 

み
ゆ
き
寿
し
特

製
の
タ
レ
に
漬
け
込
ん
だ
尾
瀬
び
る
漬

け
で
す
。

　

み
ゆ
き
寿
し

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
３
７
５
１

商
品
名
「
片
品
そ
ば　

な
ま
そ
ば
」

　

尾
瀬
の
麓
の
片
品
村
の
製
麺
所
か
ら

名
水
百
選
の
水
を
使
用
し
た
、
手
打
ち

に
負
け
な
い
な
ま
そ
ば
で
す
。

　
（
有
）
横
坂
製
麺

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
３
１
３
７

　

悪
口
、
憎
ま
れ
口
、
雑
言
、
卑
猥
な
言
葉
、
い
わ
ば
悪
口
の
総
称
を
「
あ
く

た
れ
」
と
言
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
い
う
と
「
あ
く
た
れ
・
を
い
う
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
あ
の
人
は
『
あ
く
た
れ
』
べ
ー
（
ば
か
り
）
い
っ
て
、
話
が
つ
ま
ん
ね
ー
」

　
「
酒
に
酔
っ
て
『
あ
く
た
れ
』
べ
ー
い
う
だ
か
ら
・
・
」

　
「
あ
く
た
れ
」
は
、
い
う
人
ま
で
も
卑
し
め
て
し
ま
う
。
困
っ
た
も
の
で
す
。

語
源
は
、「
悪
態
（
あ
く
た
い
・
あ
く
て
い
）
が
「
あ
く
た
れ
」
に
転
訛
し
た

も
の
で
し
ょ
う
。
又
、「
非
常
に
悪
い
態
度
」
の
こ
と
を
「
あ
く
て
ー
・
を
つ
く
」

と
も
い
い
ま
す
。
こ
れ
も
「
悪
態
」
で
し
ょ
う
か
ら
、
悪
い
言
葉
や
悪
い
態
度

を
総
称
し
て「
あ
く
た
れ
」と
、解
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
「
あ
く
た
れ
」
に
も
、
妙
に
親
し
み
を
感
ず
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
も
気
心
知
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　

大
竹　

将
彦 

　

沼
田
調
停
協
会
で
は
、
調
停
手
続
の

相
談
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
建
物
、
交
通

事
故
な
ど
の
民
事
上
の
紛
争
及
び
相
談

や
親
子
・
夫
婦
間
の
も
め
事
な
ど
家
庭

内
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
お
出
か
け
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
日 　

時

　

平
成
20
年　

10
月
21
日
（
火
）

　

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
相
談
会
場　

　

前
橋
地
方
裁
判
所
沼
田
支
部

　

前
橋
家
庭
裁
判
所
沼
田
支
部

　

沼
田
簡
易
裁
判
所

　

相 

談 

員　

裁
判
所
調
停
委
員

調
停
相
談
会

●
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
裁
判
所
沼
田
支
部

　
　
　
　
　
　

☎（
２
２
）
２
７
０
９

お早めにお求めください。お近くの役員まで
● 問い合せ先：　☎ （58）2348・（58）2700

　　●  と　き：11 月 13 日（木） 　開演  ６時 30 分
　　●  ところ：片品村文化センター
　　● 主　催：片品芸能鑑賞会
　　● 後　援：片品村教育委員会
　　● 入場料：一般 2,500 円　　高校生以下 1,000 円
　　　　　  （当日各 500 円増）芸能鑑賞会員 2,000 円
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）平成 20年度　国保税第５期・村県民税普通徴収第２期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税  村県民税 村全体（国保税） 村全体（村県民税）
（平成 20年　9月 10 日現在）

白
根
・
丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

輝
�
�
�
�
�

　
　

横
坂　

隆
弥 

君
（
越
本
）

薬
と
健
康
の
週
間

　

平
成
20
年
度
の
健
康
増
進
普
及
月

間
の
標
語
は
「
一
に
運
動
、二
に
食
事
、

し
っ
か
り
禁
煙
、
最
後
に
ク
ス
リ
〜

良
い
生
活
習
慣
は
気
持
ち
が
い
い
！

〜
」
で
す
。
今
年
度
か
ら
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
も
始
ま
り
、
疾
病
予

防
・
改
善
の
た
め
に
も
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、「
最
後
に
ク
ス
リ
」

と
い
う
よ
う
に
、
薬
の
力
を
借
り
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

10
月
17
日
〜
23
日
は
、
薬
と
健
康
の

週
間
で
す
。
薬
は
大
切
な
も
の
で
す

が
、
用
法
を
間
違
え
る
と
、
副
作
用

が
見
ら
れ
る
等
、
身
体
に
と
っ
て
害

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

薬
の
上
手
な
使
い
方

①
か
か
り
つ
け
を
決
め
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
局
を
決

　

め
、
身
体
の
症
状
に
つ
い
て
、
よ

　

く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
併
用
を
避
け
ま
し
ょ
う

　

薬
を
併
用
す
る
と
、
互
い
の
作
用

　

が
弱
く
な
っ
た
り
強
く
な
っ
た
り
、

　

副
作
用
が
で
た
り
す
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
け
が
や
病
気
に
よ
っ
て
、

　

病
院
を
使
い
分
け
て
い
る
場
合
や
、

　

市
販
の
薬
を
併
用
す
る
と
き
は
、　

　

必
ず
医
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

③
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
医
や
薬
剤
師
か
ら
の

　

注
意
や
、
飲
む
回
数
、
時
間
、
量

　

を
守
り
、
勝
手
に
中
断
し
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
の
時
期
が
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。

観
光
を
主
産
業
と
し
て
い
る
本
村
に

お
い
て
は
、
様
々
な
人
が
訪
れ
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
予

防
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、

・
十
分
な
栄
養
と
休
養
・
睡
眠
で
身

　

体
の
免
疫
力
を
高
め
る
。

・
手
洗
い
・
う
が
い
で
、
ウ
イ
ル
ス

　

の
体
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
。

・
室
内
の
乾
燥
を
防
ぐ
。

・
予
防
接
種
を
受
け
る
。

等
が
効
果
的
で
す
。
予
防
接
種
の
効

果
は
、
接
種
後
２
週
間
ほ
ど
で
発
揮

さ
れ
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
早
め
に
接
種
し
て
下
さ
い
。

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
村
か
ら
の
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象

①
65
歳
以
上
の
希
望
者

②
そ
の
他
厚
生
労
働
省
で
定
め
る
方

実
施
期
間

平
成
20
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

費
用　

４
０
０
０
円

　
　

※

自
己
負
担
１
０
０
０
円

　
　
　

公
費
負
担
３
０
０
０
円

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

保　

健　

だ　

よ　

り

　

現
在
、
片
品
村
に
お
い
て
入
湯
税
の

特
別
徴
収
義
務
者
（
温
泉
宿
経
営
者
）

は
93
者
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
方
々
の
ご
尽
力
で
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
平
成
19
年
度
の
入
湯

税
の
歳
入
総
額
は
７
９
４
万
８
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
入
湯
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
目

的
税
で
あ
り
使
途
に
つ
い
て
は
限
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。◎
環

境
衛
生
施
設
の
整
備
、◎
鉱
泉
源
の
保

護
管
理
施
設
の
整
備
、◎
消
防
施
設
等

の
整
備
、◎
観
光
施
設
の
整
備
、◎
観
光

振
興
の
５
項
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

入
湯
税
の
使
途
状
況
等
を
開
示
し
ま

す
と
、
消
防
施
設
等
の
整
備
に
１
８
８

万
円
、
観
光
施
設
の
整
備
の
う
ち
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
製
費
１
９
０
万
円
、
ポ
ス

タ
ー
作
製
費
１
５
３
万
円
、
広
告
宣
伝

費
２
６
３
万
８
千
円
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
貴
重
な
財
源
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
の
も
入
湯
税
の
特
別
徴
収

義
務
者
の
ご
尽
力
の
賜
と
敬
意
を
表
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

尚
、
今
後
と
も
入
湯
税
の
特
別
徴
収

義
務
者
の
皆
様
に
は
、
入
湯
税
は
月
末

で
閉
じ
て
翌
月
の
15
日
ま
で
に
１
ヶ
月

分
を
取
り
ま
と
め
て
申
告
納
付
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
今
後
も
特
段
の
ご
協
力

方
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

税　
　
　

金

入　

湯　

税

環　
　
　

境

快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に

『
合
併
処
理
浄
化
槽
』

　

毎
年
、
10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
」
の

日
で
す
。
こ
の
日
は
、
浄
化
槽
に
関
す

る
諸
制
度
を
整
備
し
た
「
浄
化
槽
法
」

が
昭
和
60
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

の
を
記
念
し
て
、
昭
和
62
年
に
当
時
の

厚
生
省
、
建
設
省
、
環
境
庁
の
３
省
庁

の
主
唱
に
よ
り
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
し
尿
及
び
生
活
雑
排

水
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
下

水
道
と
と
も
に
「
浄
化
槽
」
が
普
及
し

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
に
は
、
水
洗
便
所

の
汚
水
だ
け
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄

化
槽
と
、
水
洗
便
所
汚
水
と
台
所
汚
水

な
ど
の
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理
す

る
合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
の
69
％

（
平
成
18
年
度
）
は
単
独
処
理
浄
化
槽

で
す
。

　

し
か
し
、
平
成
13
年
の
浄
化
槽
法
の

改
正
に
よ
り
、
生
活
雑
排
水
の
未
処
理

に
よ
る
水
質
汚
濁
の
防
止
等
か
ら
、
単

独
処
理
浄
化
槽
の
新
設
が
禁
止
と
な
っ

た
た
め
、
現
在
で
は
浄
化
槽
と
い
え
ば

合
併
処
理
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
歴
史
を
辿
る
と
、
明
治
44

年
前
後
に
日
本
で
最
初
の
浄
化
槽
が
川

崎
で
製
造
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、

片
品
村
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
が
最

初
に
設
置
さ
れ
た
の
が
昭
和
38
年
で
あ

り
、
そ
の
後
昭
和
53
年
に
は
最
初
の
合

併
処
理
浄
化
槽
が
現
在
の
役
場
庁
舎
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
片
品
村
で
は
農
業
集
落
排
水

や
公
共
下
水
道
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
下
水
道
整
備
区
域
以
外
で

は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、単
独
処
理
浄
化
槽（
水

洗
便
所
汚
水
の
み
処
理
）
を
設
置
さ
れ

て
い
る
お
宅
及
び
浄
化
槽
が
ま
だ
設
置

済
み
で
な
い
お
宅
で
は
、
河
川
の
水
質

汚
濁
の
防
止
の
た
め
に
、
今
後
計
画
的

に
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
移
行
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
る
方
に
は
、
毎
年
計
画
的
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

設
置
を
予
定
さ
れ
た
場
合
は
、
設
置
工

事
着
手
前
に
役
場
で
補
助
内
容
を
確
認

の
う
え
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

片
品
村
役
場 

農
林
建
設
課

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
４

　

今
月
紹
介
し
ま
す
の
は
、
片
品
中
学

校
３
年
陸
上
部
の
横
坂
隆
弥
君
で
す
。

　

片
中
陸
上
部
は
今
年
度
で
廃
部
が
決

定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
夏
は
最
後
に

入
部
し
た
３
名
が
各
大
会
で
活
躍
し
ま

し
た
。

　

そ
の
中
の
一
人
、
横
坂
君
は
片
品
小

５
年
生
の
春
に
参
加
し
た
利
根
郡
小
学

校
陸
上
記
録
会
で
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に

出
場
し
た
と
こ
ろ
か
ら
陸
上
と
の
関
わ

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

郡
で
１
位
に
な
る
と
、
６
月
、
群
馬

県
小
学
生
総
合
体
育
大
会
ク
ラ
ブ
対
抗

陸
上
競
技
会
兼
第
20
回
全
国
小
学
生
陸

上
競
技
交
流
大
会
群
馬
県
選
考
会
と
い

う
長
い
名
称
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
８
位
入
賞
す
る
と
秋
の

県
大
会
（
小
学
生
陸
上
教
室
記
録
会
）

で
は
６
位
。
冬
季
は
ス
ポ
少
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

６
年
生
に
な
り
６
月
の
県
大
会
で
８

位
、
秋
の
県
大
会
で
は
念
願
の
１
位
に

な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
時
の

記
録
は
12
秒
95
。
１
年
半
で
２
秒
13
縮

め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

片
品
の
校
庭
は
、
ご
後
存
知
の
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
冬
の
間
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
コ
ー
ス
と
し

て
利
用
す
る
の
で
雪
が
解
け
な
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
校
庭

を
使
っ
て
本
格
的
に
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来

る
の
は
入
学
式
か
ら
し
ば
ら
く
経
て
か

ら
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
児
童
達
が
短
い
練
習
期
間
を

通
し
て
郡
で
勝
ち
上
が
っ
て
い
く
の
も
、

児
童
の
運
動
能
力
を
把
握
し
、
早
朝
や

放
課
後
、
熱
心
に
指
導
し
て
く
れ
た
顧

問
の
先
生
方
の
ご
尽
力
が
あ
っ
て
の
も

の
で
し
た
。

　

片
品
中
学
校
へ
進
む
と
陸
上
部
の
練

習
で
体
力
や
技
術
を

付
け
、
県
中
体
連
１

０
０
ｍ
１
年
生
の
部

で
優
勝
12
秒
41
。
こ

の
年
、
平
成
18
年
８

月
、
３
年
生
の
鏑
木

陽
介
君
（
現
前
橋
育

英
高
校
２
年
）
と
関

東
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。
秋
の
県
新
人

大
会
で
は
１
０
０
ｍ
と
４
０
０
ｍ
で
２

位
。

　

２
年
生
の
県
中
体
連
で
は
、
１
０
０

ｍ
２
年
生
の
部
で
３
位
に
な
り
関
東
大

会
へ
出
場
。
県
新
人
大
会
で
は
２
０
０

ｍ
２
位
、
４
０
０
ｍ
で
１
位
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
、
最
後
の
中
体
連
で
は
２
０
０

ｍ
６
位
、
４
０
０
ｍ
は
51
秒
67
の
好
記

録
で
３
位
、
全
中
標
準
記
録
を
突
破
し

新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た
第
35
回
中
学
校

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
４
０
０
ｍ
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

５
年
間
、
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご
声
援

に
よ
り
前
進
し
て
き
た
横
坂
君
の
目
標

を
尋
ね
る
と
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
で

す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
へ
進
ん
で
も
体
を
大
事
に
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

全中陸上競技選手権で力走する横坂君




